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第１回あさご未来会議の振り返り

令和８年度 第１回あさご未来会議

テーマ／若者・女性に選ばれ、みんなが活躍できる地域づくりに向けて

開催日時／令和８年６月２７日（土） １３時３０分～１６時

会 場／さんとう緑風ホール

参 加 者／４９人（高校生含む）、職員２０人以上

講師・ファシリテーター／株式会社Will Lab 小安 美和 さん



第１回あさご未来会議の振り返り

STEP１ → ２

どの世代・どの場面にも、同じ「役割の決めつけ」があった
８グループに分かれ、世代別対話で浮かび上がった、３つの場面の “もやもや” と “変えたいこと“

地域
：「役は男性」「世話は女性」

もやもや
• 区長、役員、消防団はほぼ男性
• 公民館の掃除、炊事は女性
• 「決まりだから」で習慣が更新

されない
• 移住者がなじみにくい、よそも

の扱い
• 幼少期から「料理しなさい」と

言われる

変えていきたい
✓ 区長・役員に女性を（制度とし

て）
✓ 規約・しきたりを今の時代に見

直す
✓ 地域の仕事を見える化する

家庭
：「名もなき家事」はいつも私

もやもや
• 家事・育児・PTA・介護は

「母親」が当たり前
• 習い事の送迎、こどものことは

→全部私（母親）
• 「お兄ちゃんだから」と扱いが

違う
• 「主人」「家内」という呼び方へ

の違和感
• 結婚・出産を周囲から急かされる

変えていきたい
✓ 区長・役員に女性を（制度とし

て）
✓ 規約・しきたりを今の時代に見

直す
✓ 地域の仕事を見える化する

職場・学校
：役割と働い方の偏り

もやもや
• 管理職は男性、お茶出し・雑用

は女性
• 時短職員が帰りにくい
• 性別で態度を変える先生への

違和感
• 残業、土日出勤が多すぎる

変えていきたい
✓ 会議の狩猟時間を決め、長時間

労働を削減
✓ 性別ではなく、適性、意欲で評

価
✓ 上からまず変える！女性の割合

の目標を

高校生・20代
「居場所・進路がない」
→学校・職場の声が多い

30代～40代
「働きにくさ・両立のつらさ」

→家庭・職場の声が多い

50代以上
「担い手不足・世代が出ていく」

→地域の声が多い



第１回あさご未来会議の振り返り

STEP３／ギャラリーウォーク

“当たり前”をみんなで問い直せた
世代を越えて声を聞き合うことが、まちが変わる第一歩に。

世代を越えて見えてきたこと

１ 世代が違っても、同じだった

→“もやもや”は世代を越えて共通していた。

２ “逆ジェネレーションギャップ”もある

→上の世代の言葉が今は通じにくい。

世代に合わせた伝え方の工夫が必要

３ まず「気づく・聞く」ことから

→決めつけず、若者の意見や

習慣の違いを聞く機会をつくる

今日からやってみること

✓見える化する

✓対話する

✓声をかける

✓仕組みを見直す



第１回あさご未来会議の振り返り

令和８年度 第２回あさご未来会議

テーマ／性別、世代を越えて、みんなでかかわるコミュニティ

開催日時／令和８年８月２日（日） １３時３０分～１６時

会 場／枚田岡会館

参 加 者／４４人（高校生含む）、職員２０人以上

講師・ファシリテーター／株式会社Will Lab 小安 美和 さん
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2.第3次朝来市総合計画改訂版の概要

朝来市が目指す将来像

① まちづくりの原動力は「つながり」
・市民相互のつながり（地域力）
・市民と市内外の多様な（人・企業・団体との）つながり
→ 新しい動きが生まれる。

③「対話」を通じて
・社会情勢が目まぐるしく変化、多くのことが転換期
→市民、市議会及び行政が、対話によって相互理解し、未来を切り拓く。

② 新しい動きが「幸せ」を生む
・つながりから生まれた挑戦や活動、声掛けや応援もまちの力に

→市民一人一人の幸せにつながる。さらには、その幸せが周囲にも広がる。



第３次朝来市総合計画の「幸せ」

≠ happiness（ワクワクするなど短い時間の感情）  

= ウェルビーイング（Wellbeing）

ウェルビーイング（Wellbeing）とは…
こころ・からだ・社会的に満たされた状態

社会の中で孤立せずに他者と良い関係を
持つことができ、自分の居場所や役割を
持つことのできる社会

政策指標と人口指標

■総合計画で示す「幸せ」の意味

2.第3次朝来市総合計画改訂版の概要



【人や社会とのつながり】【自己実現と成長】
• やりたいことがある
• やりたいことにむけて

チャレンジしている
• 日々の暮らしで生きがい

を感じている

• 自分のことを大切に思って
くれる人たちがいる

• 頼れる人がいる
• 自分の居場所や役割がある

政策指標と人口指標

■市民一人一人の姿 幸せの好循環のイメージ

2.第3次朝来市総合計画改訂版の概要
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① やりたいことがある

② やりたいことに

むけてチャレンジ

している

③ 日々の暮らしで

生きがいを

感じている

【自己実現と成長】 【人や社会とのつながり】
④ 自分のことを

大切に思って

くれる人たちが

いる

⑤ 頼れる人がいる

⑥ 自分の居場所や

役割がある

3.改訂において重視した点

（１）市民参画の強化 ①政策指標考え方（市民アンケート結果から）
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年代 対話前 対話後 比較

全体 3.85 4.76 0.91

10代 3.63 4.79 1.17

20代 4.33 4.89 0.56

30代 4.08 5.00 0.92

40代 4.17 4.67 0.50

50代 4.06 4.89 0.83

60代 3.44 4.67 1.22

70代以上 3.55 4.39 0.85

協力するよ！

応援するよ！

一緒にやろうよ

対話がいい時間
だった

素敵な出会いが
あった

こんなに頑張って
いる人がいるんだ

理解が深まった

参加者の皆さんから

野菜やお菓子を
買って応援！

自分もチャレンジ
してみよう！

誘ってもらえたから
参加できた

悩んだ時に市職員が
寄り添ってくれた

地域の人が相談に
応じてくれた

こんな対話の場が
あることを知らな

かった

（１）市民参画の強化 ②政策指標考え方（あさご未来会議の対話結果から）

■あさご未来会議参加者の対話前後の気持ちの変化（※数値が高いほど、前向きな気持ちへと変化）

3.改訂において重視した点



幸福度が高い人は、

「自己実現と成長」 と が高い「人や社会とのつながり」

「やりたい」
（Will）を実現

「やりたい」の実現をつうじて
人や社会のつながりが育まれる

まち・地域で、「やりたい」（Will）
を大切にし、私・私たちのやりたい
を実現

市民参加・市民参画

・私も、私たちも、まちも幸せ
・持続可能なまちづくり

市民一人一人の朝来市民の幸福度（Wellbeing）の向上

（政策指標の向上）

将来像の実現

（１）市民参画の強化 ③対話、アンケート結果等を踏まえて

3.改訂において重視した点



市民の皆さん（特に若者や女性）に「住みたい」「住み続けたい」と
思われるまちを目指す

地域力の維持・向上 ⇒ 人口減少を抑制

（２）若者視点

つながる場があれば
参加したい 小・中・高校生も

協力できる！

SNSや動画を活用して
周知してほしい

企画段階から
協力した

別の事業ともコラボ

同じ世代（属性）と
つながりたい

コーディネートして
くれる人がほしい

3.改訂において重視した点
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